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三川内病院のチーム医療

内科・外科・整形外科を柱とし、看護師やセラピスト、ソーシャ
ルワーカーなど、多職種で患者さんと家族に寄り添い、包括的な
医療サービスを提供します。

M
medical care
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リハビリテーション
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暮らしに寄り添う医療へ
佐世保市の東の端できらりと光る病院

病院理念｜
私たちは､一人でも多くの方が健康で穏やかな日々を送れるよう、

地域の医療・介護・福祉のネットワークとして共に成長していきます。

行動指針｜
1. (共感）私たちは､悩み､痛み､苦しむ人々に家族のようにあたたかく寄り添います。

2. (共和）私たちは､孤独とハラスメントから人々を守り､感謝と信頼の和の心で協力します。

3. (共栄）私たちは､専門職として意思決定し､希望に向かってみんなで一歩を踏み出します。
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医療
医療

M
medical care

　当院は昭和23年に三川内焼で有名な地域に、地域の人々の願いと期待を受けて

設立されました。以来現在に至るまで、地域の方々の求めに応じた初期救急とリ

ハビリを軸とした医療介護福祉の務めを、職員全員が協力して果たして参りまし

た。健康上の問題が生じた時には、当院での診療とともに、より高度な専門病院

や介護・福祉の専門施設の方々とも連携を取り、その人にとっての最良を考えま

す。受診される方々には、「この地域に住んで、この病院があってよかった」と

いう安心を持ち帰っていただきたいと思います。

地域の方が病気やケガなどで不安になったとき、いつでも気軽に相談できる病院に

　患者さんの病気を診るだけではなく、これからの人生・社会生活をどう営んで

いくかを、本人・家族とともに多職種で一緒に考え、この地域での生活を支える

存在になれるよう、今後も努力していく所存です。

　地域の皆さんに寄り添い、そしていつまでも必要とされる病院であり続けられ

るよう、職員共々邁進していきます。

　当院は、誰もが受診しやすい機能的な外来と、佐世保市東部地区のみならず、東彼杵や西海市

を含めた地域の入院病床、そして在宅療養支援機能を強化することで、今後も地域の皆さまを支え、

寄り添う医療の実現を目指してまいります。

医療

M
medical care

Doctor Profile

Message

長崎大学卒
【専門医・資格】
日本外科学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本がん治療認定医
日本医師会認定産業医

当院の特徴

医療設備

複数の疾患を抱えている患者さんのニーズに対応でき
るよう、内科をはじめとし、外科、整形外科など、小
規模ながら総合的な診療体制を整えています。また、
糖尿病や循環器専門外来も設けており、それぞれの専
門性に特化した検査や治療を行っています。

患者さんの複合的なニーズに対応します
01

当院は急性期病棟と療養病棟の２つの病棟を備えてお
り、治療、手術後のケア、リハビリ、そして終末期・看
取りに至るまで、患者さんの状態・状況に合った医療
サービスを提供できます。

急性期から、慢性期、そして終末期まで
02

当院は救急告示病院に認定されており、かかりつけの
患者さんが24時間・365日、安心して相談・受診して
いただけるよう、医療と地域に向き合っています。

かかりつけ患者さんの安心を求めて
03

患者さん、ひとりひとりのかかりつけ医として、医療の
みならず、介護サービスや福祉との連携を行っていま
す。

地域のかかりつけ医として
04

院長 濵﨑  幸司

理事長 橋本  聡

会長

久留米大学卒
【専門医・資格】
麻酔標榜医　日本医師会産業医

島田  謹一郎

整形
外科

内科

長崎大学卒
【専門医・資格】
労働衛生コンサルタント
Infectious Controlled Doctor (ICD)
日本医師会認定産業医　日本医師会健康スポーツ医

内科部長からのメッセージ
内科の治療は、処方されたお薬を服用するだけではなく、
食事指導や運動指導など生活改善も立派な治療です。
一度健康診断の結果を持って、相談に来られて下さい。

岩下  徹二

長崎大学卒

【専門医・資格】

日本整形外科学会専門医　医学博士

整形外科部長からのメッセージ
骨折や脱臼、加齢に伴う関節症や骨粗鬆症、スポーツ傷害
などを得意分野としています。地域医療に貢献できるよう
に頑張っていきます。

坂本  和隆

1CT検査
CT検査は、Ｘ線を使って身体の断面を撮影する検査です。 
脳のCT検査では、脳出血やくも膜下出血など、出血を伴う病気を発見し
やすく、脳梗塞も診断可能です。胸部・腹部CT検査では、肺炎や動脈瘤
の他、脊椎の圧迫骨折や膵臓がんなどを発見することができます。

2骨密度検査
骨を構成しているカルシウムなどのミネラル類の量を測定する検査です。
骨密度を数値化することで骨量の減少を早期に発見し、骨粗鬆症の適切
な予防や治療を行うことが可能になります。当院では微量なX線を用いた
DXA法（デキサ法）にて骨密度検査をおこなっています。

3超音波検査
超音波検査とは、人間の耳には聞こえない高い周波数の音波を利用し、
病変の有無や臓器の機能評価を判断することができる検査です。
放射線による被曝の危険性がなく、身体的な負担・危険性・副作用はほ
とんどありません。血液検査ではわかりづらい臓器の状態を比較的安全
に観察することができる検査のため、健康診断などで数値異常が出た際
の精密検査に活用されます。

4内視鏡検査
当院では、胃内視鏡検査と大腸内視鏡検査を実施しています。
内視鏡検査は、先端にカメラを内蔵した直径約1cmの細長いスコープを
口や鼻、肛門から挿入し、食道、胃、十二指腸や大腸を直接観察する検
査です。時に患部の組織を採取したり、止血することも可能です。
最先端の内視鏡検査機器を用いて、安全で精度の高い検査を提供してお
ります。
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長崎大学卒
【専門医・資格】
日本外科専門医
日本医師会認定産業医

橋 本  聡
理 事 長

濵 﨑 幸 司
院 　 長
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在宅復帰に向けた治療や
リハビリなどを行う

検査（CTや内視鏡）

入院の受け入れ

訪問診療や
訪問リハビリ

ケアマネージャー等への情報提供
主治医意見書の記載

ケアマネージャー等への情報提供
主治医意見書の記載

◉佐世保東部班や近隣のクリニック
◉医院との連携

自宅
◉かかりつけ医・在宅医療の提供

◉かかりつけ医

健康診断
がん検診

特定健診
予防接種

◉高度急性期病院との綿密な連携

三川内病院
三川内病院
関連施設

病気になったら
医療

健康寿命を延ばす

予防

介護が必要になったら
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相談支援事業所 /児童デイサービス 
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退院支援

入院の受け入れ

予防

病院が目指すもの
医療

M
medical care

医療

M
medical care

住み慣れた地域で、
いつまでも自分らしく暮らすために、
患者さんとご家族を支える病院です。

住み慣れた地域で、
いつまでも自分らしく暮らすために、
患者さんとご家族を支える病院です。
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N
Nurse

看護

N
Nurse

外来
温かい雰囲気で気軽に相談できる地域に密着した外来看護を提供し
ています。外来診察前の問診、検査・注射の実施、健診、訪問診療・
往診の補助、救急外来、発熱外来など他部署とも連携して患者さん
に最善の医療を提供できるよう心がけています。

チーム看護
当院では、様々な疾患の急性期から回復期、慢性期から終末期の患
者さんを受け入れています。高齢者や認知症患者のケア、リハビリ、
栄養サポートなど多職種スタッフの協力を得て患者さん、ご家族の
意向にできる限り寄り添った支援をチームで行っています。

看護師の活動
院内感染症対策として感染チームを中心に他病院とも連携し、定期
的な院内巡回や会議を行い、最新の情報収集と対策に努めています。
高齢者や認知症患者の増加に伴い、コミュニケーションの図り方や
ケアの際の注意点などスタッフで共有し、状態に合わせた食事・排
泄・入浴などの援助を行います。

一般病棟
一般病棟は24床（うち急性期一般病床15床、地域包括病床9床）の内科、
外科、整形外科の混合病棟です。治療と並行して早期からリハビリを
行い、急性期の治療後もリハビリの継続や在宅復帰に向けての準備が
必要な方のために地域包括病床での退院支援を行っています。

2階病棟の中央部分にナースステーションがあり、患者さんがいつ
でも声掛けしやすくスタッフは状態に応じて周辺病室の観察がしや
すい作りになっています。

療養病棟
医療療養病棟31床で、急性期治療の後も長期の医学的治療が必要な
患者さん、在宅や施設では不安のある患者さんに必要に応じた看護
や介護を提供しています。

入院 ナースステーション

私達は、病院の理念に基づき、
地域の皆様に「安心と満足」を
して頂ける、心の通った看護を
提供します。
　看護部では、地域から求められている多くのこと

にお答えできるよう、患者さんやご家族に優しく寄

り添い、全ての方に温かい看護・介護の提供を実践

しています。お互いを思いやり助け合う環境作りに

取り組み、患者さんにいつも安心していただくため

の対応ができる人材育成を継続していきます。

Nurse

入院病棟・設備
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入院リハビリテーション
リハビリテーション

R
Rehabilitation

リハビリテーション

R
Rehabilitation

Rehabilitation

専門性を有する医師・看護師・セラピスト等が協力し、
チーム医療を実施しています。
　当院では、入院中の患者さんを対象に、平日や土曜日だけではなく、日曜・祝日を含めた 365 日体制のリハ

ビリテーション（以下リハビリ）を提供しています。切れ目のない、集中した質の高いリハビリを提供することで、

患者さんの希望である「早期の機能回復」を図り、早期の在宅復帰・社会復帰を目指します。

患者さん一人一人の状態に合わせ
た目標を立て、365日リハビリを
実施しています。また他職種やご
家族、施設の方等、患者さんに関
わる方々との情報交換を行い、互
いに連携を図りながら、患者さん
をサポートしています。

作業療法士からの

メッセージ

入院リハビリの特徴

日中離床して活動的な生活を送れるよう、理学療法のみならず作業療
法を行います。ベッドでただ休むだけではなく、リハビリ室や食堂で
レクレーションや作業療法を行い、規則正しい生活リズムや健康な心
身を取り戻していただき、退院後の生活の質向上に貢献しています。

ベッドから離れた生活動作や
レクレーション

02

平日はもちろん、土曜・日曜、そして祝日も含めた365日、質の高いリ
ハビリを提供できる体制を整えています。

365日充実したリハビリを提供
01

在宅復帰後も、ご希望に応じて訪問リハビリを受けることができま
す。また介護サービスを利用し、隣接する健康プラザを用いて健康増
進を図ることも可能です。

退院後の継続的なサポートの充実
07

退院前にスタッフが患者さんの自宅を訪問することにより、自宅の構造に
合わせたリハビリを行います。また自宅の改修（手すり設置や段差解消な
ど）が必要な場合には、どのような改修が必要かを家族とともに考えます。

自宅退院に向けた準備体制の充実
06

入院リハビリの目標は、入院以前の生活に戻ることです。散歩や家
事、買い物などを想定した生活機能訓練や、排泄・整容を含めた訓練
を行うなど、自宅での生活を見据えたリハビリを行っています。

自宅退院・復職を目指したリハビリ
05

担当医師はもちろん､セラピストや看護師､ソーシャルワーカーなどが
集まりカンファランスを行います。これまでの生活と現況をもとに
チームで相談し、今後の生活を踏まえた目標を設定したり、必要な介
護サービスを検討します。

多職種の視点から患者さんを「視る」
04

言語聴覚士が中心となり、嚥下内視鏡検査で嚥下評価を行っていま
す。失語症や構音障害のコミュニケーション訓練にも力を入れていま
す。

嚥下機能や言語の評価・訓練を実施
03

「コミュニケーション」と「食べる」
ことは日常生活において、できて
当たり前と思われがちな能力です。
普段はそれほど意識しない当たり
前のことほど失った時の喪失感は
生活に大きな影響を与えます。ま
ずは患者さんとご家族の不安感を
取り除き、コミュニケーションと
食べることの楽しみを取り戻せる
ように支援していきます。

言語聴覚療法士からの

メッセージ
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外来リハビリテーション　～理学療法～
理学療法

PT
Physical Therapy

外来リハビリテーション　～言語聴覚療法～
言語聴覚療法

ST
Speech-Language-Hearing Therapy

高次脳機能障害や失語症、構音障害などの言語機能改善を目的
にリハビリ施行しています。また嚥下機能障害の回復にも力を
入れています。
患者さんやご家族の不安感が少しでも和らぐ様、寄り添い支援
していきます。

成人の外来リハビリについて

外来では小児を中心に言語聴覚療法を行っています。もちろん
成人も対象としていますので、ご希望の方はご連絡下さい。

「したい・やってみたい」という
気持ちを尊重し、コミュニケー
ションの楽しみを獲得してい
けるように療育します。
発達につまずきがみられるお子さんに対し、お子

さんのタイプや興味に合わせた教材を用意し、コミュ

ニケーション意欲や学習意欲を引き出しています。

お子さんの発達の状態を観察・評価した上で、保護

者にお話を伺いながら、具体的な目標と支援内容に

ついて計画を立てています。

▶「発語がまだみられないお子さん」には絵やジェスチャー
などの視覚情報を用いたコミュニケーションから介入し、
発語へと繋げていきます。

▶ 「発音がはっきりしないお子さん」には、正しい発音の仕
方を目で見える形で指導し、正しい発音ができるように促
しています。

▶ 「小児期発症流暢症（吃音）のお子さん」には、間接法を
用いて治療を行っています。

専門性の高い理学療法士が、お一人お一人の
機能に合わせたプログラムを作成し、
質の高い理学療法を提供します。

訪問リハビリテーション
ご自宅に理学療法士等が訪問し、自宅生活で困ったことを伺い、動
作確認などを行いながらリハビリテーションを施行します。
【対象者】　介護認定を受け、認定がおりた方。退院後、自宅生活に

不安を抱えている方や、通所サービスに通えない方など。
【内　容】　身体評価を行い、リハビリのメニューを作成し、運動強

度を設定します。また手すり設置等の自宅の環境調整や
福祉用具、解除への助言を行います。理学療法のほか、
言語聴覚療法士による、飲み込みの訓練や発音の訓練な
ども行っています。

【特化項目】

① 加齢に伴う変形など慢性疾患に対するリハビリテーション
② スポーツ障害や外傷による競技復帰支援や競技別動作分析による
 再発防止支援
③ 専任療法士による小児リハビリテーション（先天的疾患など）

④ 適切な物理療法の提供
⑤ 予約制による待ち時間の短縮

　外来では、脳梗塞や脳出血などの脳血管障害や、パーキンソン病などの難病

疾患、外傷あるいは加齢による変化や使い過ぎなどによる整形疾患、スポーツ

障害など、幅広い疾患・年齢層に対してリハビリテー

ションを行っています。

また小児には経験豊かな専任療法士が担当してお

り、小児麻痺・二分脊椎・発達性協調運動障害・発

達遅滞・重度心身障害・染色体異常・自閉スペクト

ラム等様々な症状に応じたリハビリテーションを

行っています。

　外来に通院できない患者さんには、介護保険を利

用した訪問リハビリテーションも行っています。

PhysicalTherapy

 Speech-Language-Hearing
Therapy
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外来リハビリテーション　～作業療法～
作業療法

OT
Occupational Therapy

地域連携室 / 指定居宅介護支援事業所
地域連携室

RL
Regional Liaison

OccupationalTherapy

「したい・やってみたい」という
気持ちを尊重し、楽しみながら
意欲的に取り組める療育を行っ
ています。

遊びを通して、視覚・聴覚・触覚等の様々な感覚を取り入れること
で、運動や手先の発達、コミュニケーション能力の向上、情緒の安
定等に繋げていきます。

感覚統合機能の発達を促す
01

運動が苦手で手先が不器用なお子さんに対して、その子のレベルに
合わせた課題から行い、成功体験を積むことで、意欲的に活動に取
り組めるよう、工夫しながら行っています。

運動面・手先の発達を促す
02

落ち着きがなく、指示に従うことが難しいお子さんに対して、視覚
支援や環境設定など、その子に合わせた対応策や声掛けの仕方を保
護者に提案しています。

行動面の安定を促す
03

　地域連携室は、「患者さんを中心に、自院や他院、そし
て他施設をつなぐ部署」です。患者さんが安心して治療に
専念して頂ける環境作りのお手伝いをさせて頂きます。
　具体的には、入院中や退院後の生活、そして医療や福祉
制度に関することなど、様々な相談をお伺いしています。
退院支援では、患者さんやご家族の不安や困りごとの相談
を受け、院内スタッフやケアマネジャー、そして地域の福
祉施設・支援機関等と連携し、退院後の生活がよりよく送
れるための提案や準備を行っています。また、治療に伴う
転院が必要な場合には転院先の病院との連絡・調整を行っ

ています。
　退院後の生活や介護保険
サービスのことなど、お困
りなことがありましたら、
お気軽にソーシャルワー
カーまでお尋ね下さい。

　居宅介護支援事業所は、私たち介護支援専門員が常駐す
る在宅介護の相談窓口です。住み慣れた土地、我が家で自
分らしく生活が送れる様、ご利用の方・ご家族に寄り添い、
ご希望を伺いながら、お一人お一人の心身状態に合わせた
介護サービスを適切に利用できるよう、お手伝いします。

三川内病院 2 階
【営業時間】 月曜日～金曜日／ 8:30 ～ 17:30

土曜日／ 8:30 ～ 12:30
日曜日・休日／休み

地域連携室

【営業時間】 月曜日～金曜日／ 8:30 ～ 18:00
土曜日／ 8:30 ～ 12:30
日曜日・休日／休み

【連絡先】事業所直通

 ０８０－８５７３－１０６６
※当院に問合せ頂いても繋がります

居宅介護支援事業所主なサービス内容

福祉用具や介護サービスについてのご相談　
介護保険の利用申し込み（申請代行）・更新時の申請
介護保険サービス利用時にケアプラン作成（居宅サービス計画書等）
サービス事業者等との連携・調整。介護施設等の紹介・手続きなどの援助など
医療機関との連携や入院患者さんの退院に向けての相談・支援

地域連携室

入院の受け入れ

居宅介護支援事業所

入院

● 地域のクリニック
● 急性期病院
● 関連施設

退院にむけての支援・調整

退院

● かかりつけ医
● 関連施設
● ケアマネージャー

入院生活に関する相談

患者相談

● 医療費について
● 入院に関する質問
● 療養生活への不安
● 退院後の生活に関する相談

在宅連携

医療・福祉

● 介護サービス相談
● 他医療機関や施設へ紹介
● 行政サービスとの連携
● 障碍者手帳や公費医療制度について

地域連携室の役割

外来では小児を中心に作業療法を
行っています。もちろん成人も対
象としていますので、ご希望の方
はご連絡下さい。

骨折等による上肢機能障害や高次脳機能障害などに対し、日常生
活動作の獲得・職場復帰に向けた機能回復訓練を行っています。
患者さんのニーズを伺いながら、ひとりひとりに合わせた目標を
立て、「自分らしい生活」を送れるようリハビリを行います。

成人の外来リハビリについて

OccupationalTherapy
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健康プラザ　通所リハビリテーション 

ひだまり
児童デイサービス／相談支援事業所 

みかわち

三川内病院▶関連施設

［利用定員］ 83 名
［対 象 者］ 要支援1・2の方／要介護1～5の方
［利用時間］ 午前：2～3時間、3～4時間（昼食有）

4～5時間（昼食有）、5～6時間（昼食有）、6～7時間（昼食有）
午後：2～3時間

［営 業 日］ 月～土（土・祝日は 12 時まで）
［問い合せ］　電　話：080-8550-1778（直通）

メール：kenpurahh@gmail.com

施設 DATA

送迎対象地区：三川内、早岐、広田、波佐見全域
※エリア以外の地区についてはご相談下さい。

サービス内容

相談支援　LINE QRコード▶ 

ばんび組（歩けるようになったお子さん）
発達につまずきがみられ
るお子さんが対象です。
親子遊びを通して感覚の
発達・運動発達・コミュ
ニケーションの土台作り
などを行い、5 領域を育
んでいきます。

ぱんだ組（年中児、年長児）
親子遊びや発達に応じ
た運動・課題を通して、
発達支援と日常生活活
動のスキルアップを図
ります。

親子の関りを支援し、5領域（心身の健康・生活、運動・感覚、認知・行動、コミュ
ニケーション、人間関係・社会性）を育んでいきます。ご家族には「環境調整（ペ
アレント・トレーニングを含む）」をグループで学んでいただきます。

子ども専門の相談支援です。「お子さんの持つ力を最大限まで発揮できる環境を作り
出せる」ように支援します。

児童発達支援（親子通所型）

児童発達支援
放課後等デイサービス
保育所等訪問支援
居宅訪問型児童発達支援

の理念のもと、地域に密着したリハビリ特化型施設として

専門的な観点から自立支援を行います。
◎専門スタッフによる個人に合わせた個別リハビリを行います。
◎日常生活動作をリハビリの一環と捉え、在宅生活の支援を行います。
◎在宅生活の中での問題点に対する助言、対応策の提示や問題点解消のためのリハビリ及びプログラムを作成します。
◎スタッフが老若男女揃っており、明るく楽しいアットホームな施設です。

施設の特徴

あなたと一緒にできるを増やす！
できる自分になるために、充実し
た在宅生活を送れるために、リハ
ビリを通じてサポートします。

「お子さんとご家族が安心 · 安全な
場所を獲得し、毎日楽しく、幸せと思
える日々を送れるようになる」こと
を目標に療育を行っています。

障害児相談支援
特定相談支援

いるか組（小学生）
小集団や親子での活動を通して、社会性の向上や情緒の
安定、運動の習慣化を図ります。
※医療法人 雄人会 で行う療育の最後の仕上げの場とな
ります。療育卒業後も、毎日楽しく、幸せと思える日々
を送ることができるように、ご家族にも「環境調整（ペ
アレント・トレーニングを含む）」を学んでいただきます。

放課後等デイサービス（親子通所型）

訪問支援員が、園や学校・学童クラブ・乳児院や児童養
護施設を訪問し、直接支援と間接支援を行います。

保育所等訪問支援

訪問支援員が、ご自宅を訪問し、発達支援を行います。

居宅訪問型児童発達支援
お子さんとご家庭の状態を把握して、適切な支援につなげ
ることができるようにサービス等利用
計画を作成します。

相談支援

ひだまりの理念『���』
�����������
おもてなしの心を持ち、利用者の方の目線に立つ

�����������
独創性、想像力を豊かにする

������
何事にも感謝して活動するる

�����������
おもてなしの心を持ち、利用者の方の目線に立つ

�����������
独創性、想像力を豊かにする

������
何事にも感謝して活動する

���
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緑豊かな環境の中で、医療サービスを提供します。

病院の様子 アクセス

病院概要

外　　観

開　設　者／ 理 事 長   橋本 聡

 会 　 長   島田 謹一郎

管　理　者／ 病 院 長   濵﨑 幸司

 内科部長  岩下 徹二

 整形外科部長 坂本 和隆

病　床　数／ 総病床数55床（一般病棟24床・療養病棟31床）

診 療 科 目／ 外科、内科、整形外科、胃腸科、麻酔科、肛門科、リハビリテーション科

診 療 時 間／ ・平　日 午前9時00分～午後0時30分（最終受付：午後0時まで）

  午後2時00分～午後6時00分（最終受付：午後5時30分まで）

 ・土曜日 午前9時00分～午後0時30分（最終受付：午後0時まで）

 ・休診日 日曜日・祝祭日・年末年始

  ※ただし、急患はこの限りではありません。お電話にてお問い合わせ下さい。

院内事業所／指定居宅介護支援事業所

併 設 施 設／健康プラザ　通所リハビリテーション ひだまり

　　　　　　児童デイサービス みかわち／相談支援事業所

病院沿革

昭和 23 年 ｜  折尾瀬村国民健康保険組合病院として設立
昭和 30 年 ｜ 4 月 東彼杵郡折尾瀬村が佐世保市に編入され、佐世保市三川内本町に
昭和 35 年 ｜ 7 月 三川内組合病院が払下げられ、医療法人雄人会設立
昭和 40 年 ｜  折尾瀬三川内病院　誕生
昭和 45 年 ｜  医療法人 雄人会　理事長および三川内病院院長 島田渥美
昭和 61 年 ｜  長崎大学 2 外科（現 移植・消化器外科）から医師派遣
昭和 63 年 ｜ 3 月 リハビリテーション施設を増築
平成  3 年 ｜  理事長交代　理事長 島田謹一郎
平成 14 年 ｜  新病棟完成 ( 一般 16 床・療養 39 床 )
平成 18 年 ｜ 6 月 病床変更 ( 一般 24 床・療養 31 床 )
平成 24 年 ｜ 4 月 病院長交代　三川内病院院長 橋本聡
平成 25 年 ｜ 5 月 病棟リハビリ 365 日化
平成 26 年 ｜ 4 月 健康プラザでデイケアひだまりを開設し、通所リハを拡充
平成 28 年 ｜ 2 月 電子カルテ導入
平成 31 年 ｜ 2 月 児童デイサービスみかわち・障害児相談支援事業所みかわち開設
令和  2 年 ｜ 4 月 理事長交代　会長 島田謹一郎
   　　　　　　理事長および三川内病院院長 橋本聡
令和  3 年 ｜ 12 月 認定医療法人認可
令和  5 年 ｜ 4 月 病院長交代　三川内病院 院長 濵﨑幸司

ご高齢の方も安心して来院できるようにゆったり
とした空間づくりにしています。

待　合　室
笑顔で話しやすい雰囲気づくりを心掛けています。

受　付

医療法人 雄人会

三川内病院 

������������

①必要に応じて「専門医・医療機関」をご紹介します。
気になる症状、当院で治療を受けているもの以外の疾患の不安があれば専門医療機関をご紹介
しますので、医師または窓口へお申し付けください。
　［連携医療機関］ 長崎大学病院、佐世保市総合医療センター、佐世保共済病院、
 長崎労災病院、佐世保中央病院　他

②健康診断や、健康管理の相談に対応致します。
健康診断の実施や、診断後の結果についてもご相談ください。今後の検査や治療について対応
をさせていただき、必要があれば専門医・専門医療機関へのご紹介を行います。

③介護保険や福祉サービスの相談をお受けします。
症状や状況に応じて、介護保険の申請や介護サービスのご案内を行います。

④必要に応じて他の医療機関の受診状況や、他で処方されているお薬の内容など
をお伺いさせていただきます。
看護師がご質問させて頂くことがありますので、ご協力をお願いします。

当院はかかりつけ医として、相談・紹介を行っております

郵便局

佐世保市役所
三川内支所

三川内病院

JR佐世保線←至 早岐 至 有田→

1

JR三河内駅

202
三川内薬局

小
森
川

三川内支所前

【 所在地 】
〒859-3151
　長崎県佐世保市三川内本町290番地

【交通のご案内】
▪電車： JR佐世保線　三河内駅下車
 徒歩7分
▪バス： 三川内支所前　　　徒歩2分
 三川内駅入口前　　徒歩4分
 三河内駅前　　　　徒歩6分
 三川内山入口　　　徒歩6分

夜間・休日などの
緊急時にはお問い
合わせください。

医療に関する相談窓口を設置し担当者を配置しております。

医療相談窓口

������������
������������

電話

FAX

最新の施設記事はこちらから
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緑豊かな環境の中で、医療サービスを提供します。

病院の様子 アクセス

病院概要

外　　観

開　設　者／ 理 事 長   橋本 聡

 会 　 長   島田 謹一郎

管　理　者／ 病 院 長   濵﨑 幸司

 内科部長  岩下 徹二

 整形外科部長 坂本 和隆

病　床　数／ 総病床数55床（一般病棟24床・療養病棟31床）

診 療 科 目／ 外科、内科、整形外科、胃腸科、麻酔科、肛門科、リハビリテーション科

診 療 時 間／ ・平　日 午前9時00分～午後0時30分（最終受付：午後0時まで）

  午後2時00分～午後6時00分（最終受付：午後5時30分まで）

 ・土曜日 午前9時00分～午後0時30分（最終受付：午後0時まで）

 ・休診日 日曜日・祝祭日・年末年始

  ※ただし、急患はこの限りではありません。お電話にてお問い合わせ下さい。

院内事業所／指定居宅介護支援事業所

併 設 施 設／健康プラザ　通所リハビリテーション ひだまり

　　　　　　児童デイサービス みかわち／相談支援事業所

病院沿革

昭和 23 年 ｜  折尾瀬村国民健康保険組合病院として設立
昭和 30 年 ｜ 4 月 東彼杵郡折尾瀬村が佐世保市に編入され、佐世保市三川内本町に
昭和 35 年 ｜ 7 月 三川内組合病院が払下げられ、医療法人雄人会設立
昭和 40 年 ｜  折尾瀬三川内病院　誕生
昭和 45 年 ｜  医療法人 雄人会　理事長および三川内病院院長 島田渥美
昭和 61 年 ｜  長崎大学 2 外科（現 移植・消化器外科）から医師派遣
昭和 63 年 ｜ 3 月 リハビリテーション施設を増築
平成  3 年 ｜  理事長交代　理事長 島田謹一郎
平成 14 年 ｜  新病棟完成 ( 一般 16 床・療養 39 床 )
平成 18 年 ｜ 6 月 病床変更 ( 一般 24 床・療養 31 床 )
平成 24 年 ｜ 4 月 病院長交代　三川内病院院長 橋本聡
平成 25 年 ｜ 5 月 病棟リハビリ 365 日化
平成 26 年 ｜ 4 月 健康プラザでデイケアひだまりを開設し、通所リハを拡充
平成 28 年 ｜ 2 月 電子カルテ導入
平成 31 年 ｜ 2 月 児童デイサービスみかわち・障害児相談支援事業所みかわち開設
令和  2 年 ｜ 4 月 理事長交代　会長 島田謹一郎
   　　　　　　理事長および三川内病院院長 橋本聡
令和  3 年 ｜ 12 月 認定医療法人認可
令和  5 年 ｜ 4 月 病院長交代　三川内病院 院長 濵﨑幸司

ご高齢の方も安心して来院できるようにゆったり
とした空間づくりにしています。

待　合　室
笑顔で話しやすい雰囲気づくりを心掛けています。

受　付

医療法人 雄人会

三川内病院 
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①必要に応じて「専門医・医療機関」をご紹介します。
気になる症状、当院で治療を受けているもの以外の疾患の不安があれば専門医療機関をご紹介
しますので、医師または窓口へお申し付けください。
　［連携医療機関］ 長崎大学病院、佐世保市総合医療センター、佐世保共済病院、
 長崎労災病院、佐世保中央病院　他

②健康診断や、健康管理の相談に対応致します。
健康診断の実施や、診断後の結果についてもご相談ください。今後の検査や治療について対応
をさせていただき、必要があれば専門医・専門医療機関へのご紹介を行います。

③介護保険や福祉サービスの相談をお受けします。
症状や状況に応じて、介護保険の申請や介護サービスのご案内を行います。

④必要に応じて他の医療機関の受診状況や、他で処方されているお薬の内容など
をお伺いさせていただきます。
看護師がご質問させて頂くことがありますので、ご協力をお願いします。

当院はかかりつけ医として、相談・紹介を行っております

郵便局

佐世保市役所
三川内支所

三川内病院

JR佐世保線←至 早岐 至 有田→

1

JR三河内駅

202
三川内薬局

小
森
川

三川内支所前

【 所在地 】
〒859-3151
　長崎県佐世保市三川内本町290番地

【交通のご案内】
▪電車： JR佐世保線　三河内駅下車
 徒歩7分
▪バス： 三川内支所前　　　徒歩2分
 三川内駅入口前　　徒歩4分
 三河内駅前　　　　徒歩6分
 三川内山入口　　　徒歩6分

夜間・休日などの
緊急時にはお問い
合わせください。

医療に関する相談窓口を設置し担当者を配置しております。

医療相談窓口
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電話

FAX

最新の施設記事はこちらから

19



医療法人 雄人会 三川内病院

M I K AWACH I  H O S P I T A L  I N FO RMA T I ON

医療法人 雄人会

三川内病院

2024.10.MIKA01_1000




